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　 　市政を問う  一般質問　

問 熱中症対策として今年度ス
タートしたこの事業をどの

ように評価されているのか。

答 猛暑が続く中、実施できて
よかったと思っています。

テレビニュースに取り上げられる
など、全国的に注目された取組と
して評価をいただいています。

問 乗車対象児童を、学校から
3㎞以上（小学校統廃合に伴

う基準は 2㎞以上にもかかわらず）
とした理由は。

答 3㎞以上での対象児童が 108
名に対し、2㎞以上では 400

名以上となり、さらに 10 台程度
のバスと運転手が必要となり、そ
の確保が非常に厳しいため、この
基準で運用することとしました。

問 同一自治会内で乗れる児童
と乗れない児童が生じ、そ

れが「コミュニティの分断」を招
いた。これは「地域の出血」である。
止血の「応急措置」を提案したが、
実行してもらえなかった。教育長
の見解は。

答（教育長）いろいろ検討しま
したが、いい案が浮かばず

結果的に意に沿えない形となって
しまい申し訳なく思っています。

問 今年度の課題を踏まえた来
年度の夏季スクールバス運

行方針は。

答（教育長）次年度以降につい
ては、バスと運転手の確保

の課題もありますが、学校から 2
㎞以上の児童を対象にしたいと考
えています。

問 泉統合小学校区では、令和
8 年度から 2㎞以上はスクー

ルバス通学となるが、下里統合小
学校区は 2 年間、九会統合小学校
区は 4 年間、夏季以外は遠距離で
もスクールバス通学ができない。
市内児童間の公平性を欠くので
は。

答（教育長）財政的な課題もあ
りますが、教育委員会とし

ては、市内全ての小学校について
令和 9 年度には 2㎞以上の児童を
対象にスクールバスを運行したい
と考えています。

事業評価は
課題の「応急措置」を

夏季スクールバスの評価と課題  ～ 改善に向けて ～

田井　真一  議員

（　　　　      　　　　）・加西市民の会
改革未来・自民の風

通学距離 3km 以上とした理由は

来年度の方針は

問 現在、泉小学校にはワッショ
イスクールはないが、ほか

の小学校では、ワッショイスクー
ル協力員である地域の方が毎日の
ように学校に足を運び、子供たち
の応援をしている。また、地域見
守り隊という形で通学時の見守り
活動をされている。これらの活動
は統合後はどうなるのか。

答 見守り隊については、これ
まで徒歩通学での見守りを

お願いしていましたが、これから
スクールバスに移行するに当た

り、各乗降場所での安全な乗り降
りができるよう、引き続き見守り
をお願いしたいと考えています。
9 月の区長会を通じて周知してい
く予定です。 
　ワッショイスクールについて
は、現在、泉小学校では登録があ
りません。ほかの小学校では登録
はありますが、旧の小学校区を超
えたその地域のつながりや活動、
今後の在り方も含めて、新たな仕
組みを検討していく必要があると
考えています。地域での学校の応
援団的な組織を統合小学校におい
て立ち上げていくようなことを、
現在、校長とともに考えていると
ころです。詳しいことが決まり次
第、地域の方に説明させていただ
く予定です。

今後スクールバスを
運行する際には、先生方はバスに
同乗される予定はないと聞いてい
る。地域の方が一緒にバスに乗っ
て登校され、しばらく学校で過ご
された後、ワッショイスクールに
来られた地元の方と一緒に帰ると
いうことは考えられないか。何か
児童の手助けになってもらえると
ありがたいと思っている。いろい
ろ問題はあると思うが、検討して
いただきたい。

■その他の質問項目
・	 加西統合中学校について
・	 加西インター産業団地について
・	 加西市の異常気象への対策につ

いて
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意見

学校統廃合に伴う運行方針は

■その他の質問項目
・	 播磨看護専門学校の課題

統合小学校のワッショイスクールと
見守り隊について


